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http://www.minamih.net/ 自分たちのめあてをしっかりもって
試合・大会に臨もう！！

試合前に指導者からどんなに気合いを入れられても
プレーする子ども達が今日の試合はどんなめあてで戦
うかを確認せず、なんとなく試合に入れば結果は見え
ています。
アジリティがない，だからドッチング(はさみこみ）

もない，周囲を観て判断しアイデアをもち，伝えあう
コミュニケーションもないという試合を展開し，敗戦
を繰り返すことになります。
勝つために何をしようかというめあてのないチーム

１１・ ６・１１（土）は羅針盤のない船，リーダーのいない船団と同じです。
南ＮＥＷＳ ＮＯ１６ 迷走の果てに難破するのです。

どう戦うか，チームのめあてをもって試合に臨むよ
にしようね。自分たちの試合だものね。自分たちで考えて創っていこうね！！

ｂｙ南のアンパンマン

６年生 ＧＫ牛窪君の より
全日本大会１２Ｂ予選 ４月２９日 文化大Ｇ
☆自分のめあて ・サイドチェンジ ・ボールを正確にキャッチする
☆チームのめあて ・サイドチェンジ ・コンビネーションプレイ

・あたりを強く ・コミュニケーション
○１試合目 ＶＳ西八 ２－０勝ち

細川君がクリアーしたボールを吉田君がつないで加藤君がシュートして得点。
※振り返り サイドチェンジができなかった。裏を取られてしまった。
※フィードバック 裏を取られないようにしたい
○２試合目 ＶＳ陶鎔元八 ２－１勝ち
フリーキックをキャッチミスして失点。
吉田君がラインを切りそうなボールをシュートして得点。

※ミスをしないようにしたい。
予選を突破できてよかった。

……１次突破できてよかったね。キーパーの大切な役目はコーチングです。
５月３日もＧＡＭＢＡ！！…… ｂｙ南のアンパンマン

全日本大会２次トーナメント ５月３日 北河原Ｇ
☆自分のめあて ・サイドチェンジ
☆チームのめあて ・サイドチェンジ ・アジリティ ・コーチング

・コンビネーションプレイ
○第１試合 ＶＳ東八王子 ２－２ ２ｐｋ４負け
※振り返り 工藤君のドリブルがよかった。

アジリティもできていてよかった。
相手と１対１の時，飛び出すタイミングが悪かった

……アジリティがよくて数的優位がいつもできていたね。“渡り廊下”を使う，Ｄ
Ｆのつるべ，コーチング，最後までの集中ができていたら２つ勝ってもおかしく
ない内容だったよ。本当に惜しかったね。この悔しさを次に生かそうね。……

ｂｙ南のアンパンマン
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以下のレポート（ｂｙ千野Ｊｒユースコーチ）は６月５日当日，田中Ｊｒユー
スコーチよりのファックスで矢上の元に届けられました。この日の午前中に行わ
れた３年生の拓大杯の試合の結果・様相も能登コーチからの電話で把握すること
もができました。次の練習の時に子ども達に声をかけることができます。
嬉しいです。子ども達を大切にする仲間を感じました。

拓大杯 Ｊｒユースの結果 ６月５日 拓大陸上競技場
南八王子Ｊｒユース０－１ウエスト 前半０－１
３年生４人，２年生７人という１１人ぎりぎりでの戦いを強いられた南でした

が，０－１という敗戦結果以上のＧＡＭＢＡりを魅せてくれました。
前半立ち上がり，まだ試合が落ち着かない段階でバイタルエリアを相手にうま

く使われ，ワンツーパスから落とされたボールを受けた選手に正面からミドルシ
ュートを撃ち込まれてしまいました。

しかし，その後は終始南のペースでした。特に後半は，ＭＦの安里選手，中川
選手，ＦＷの山崎選手がスピードを生かした突破で相手を翻弄し，惜しい場面を
多く創りました。相手のカウンターを受けたときには，ＣＢの上倉選手を中心に
ＤＦ陣が懸命なＧＡＭＢＡりを見せ，決定機をほとんどつくらせませんでした。

シュートをポストに当ててしまったり，ＧＫとの１対１の場面で外してしまう
など，決定機しっかり決めていれば勝てた試合だっただけに，この試合は惜しい
敗戦となりました。選手の皆さん，お疲れ様でした。

ｂｙ千野Ｊｒユースコーチ

「天声人語」より ６月８日（水） 朝日新聞朝刊
〈行き先を知らずして、遠くまで行けるものではない〉。ゲーテの言葉である。

目的地が定まらないと足取りが重くなる。そんな意味だろう。逆に、確かな目標
があれば急坂……

この天声人語を読み始めてすぐに子ども達ことを想いうかべました。
私は，授業でもサッカーでも，課題に対してまず一人ひとりが取り組むことに

よって自分を育て，自分の考えや想いを伝えあい・学びあうことで互いに育ちあ
うことを大切にしています。教える内容がたくさんで難しくなっていますが。

短期・中期・長期のめあて・目標がゲーテの「行き先」になりますね。その達
成をめざしてＭ－Ｔ－Ｍ（試合ー練習ー試合）を繰り返す活動で遠くにあった目
標に到達できるものと考えています。勝つ喜び・達成感・成就館を味わえます。

これについて，子ども達にはその意味・意義，必要性を話し，常々コーチの皆
さんにも指導者会議等でお話しし，徹底をお願いしているものです。

具体的には，３年生以上（できれば２年生から）の子ども達に自分のめあて・
チームのめあてを考えさせ，話し合わせて試合に臨むことです。ＧＡＭＢＡＮＯ
ＴＥにめあてを記入し、達成を振り返り、課題を次にフィードバックさせること
で自分を育て，互いに育ちあっていくのです。高学年では，課題解決のためにど
んな練習をしたよいかも考える力も育むことができたらと想っています。午後練
でも取り組んでいきます。
私は教育の目的は３つの力をつけるためだと考えて実践してきました。
①真実を見抜く力（だまされない力） ②手をつなぐ力（共生・協働する力）

③自己変革する力（学ぶことで自分の考えや生き方を変える力）
以上の力を育んでもらいたいのです。サッカーを楽しむ中で“優しく強い子”

に育ってほしい，３つの力を育んでほしいと願い，日々活動しています。
南八王子サッカークラブ代表 矢上健一


